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改善措置の内容

　　　 注 ：  は、交換部品を示す。（異常が確認された場合。）

識別 : 改善実施済車は、ステッカ（Ｎｏ．５０８３）を運転席側ドア開口部のドアキャッチ付近

に貼り付ける。

　ロータリ除雪車の走行装置において、ホイール取付用ハブボルトの強度が不適切なため、
ハブボルトが折損するものがある。そのためブレーキドラム内にハブボルトとハブナット
が脱落し、そのまま使用を続けると、ブレーキドラムとブレーキシューの間にハブボルト
とハブナットが嚙み込み、最悪の場合、タイヤの回転が停止して走行出来なくなり、他の
交通を妨げるおそれがある。

全車両、暫定措置としてハブボルトの打音検査及び正規トルクにて締付、そのハブボルトの
締付状態を確認する。なお、上記結果より異常が確認された場合は、当該車両のハブボルト
とハブナットの全数を新品に交換する。
今回の措置については、緊急性を要したため、必要な検証が終了次第、再度届出を実施の
上、恒久措置を行う。
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